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原著論文

ガラス室の使用と追肥および育苗密度の違いがスギコンテナ苗の成長に与える影響

Effect of glass greenhouse, topdressing, and plant density on growth of
containerized sugi (Cryptomeria japonica) seedlings

山中 豪 1)*

Go Yamanaka1)*

要旨：スギ実生コンテナ苗の育苗期間を短縮することを目的に，秋から早春におけるガラス室での育

苗，液肥による追肥，低密度での育苗が，それぞれ苗の成長と形状に与える影響を調査した．ガラス

室や追肥を活用することにより，苗の成長は早くなった．追肥を行った個体はT/R率が高くなる傾向

があった．低密度で育苗することで形状比を低くする効果が得られた．ガラス室や施肥を用いつつ，育

苗密度を調整することにより，早期に規格を満たす苗を生産できる可能性が考えられた．

キーワード：ガラス室，追肥，育苗密度，得苗率，直接播種

Abstract: In order to shorten the growth period of containerized seedlings, I investigated three factors that may 
influence seedling growth: using a glass greenhouse from autumn to early spring, top-dressing the plants with liquid 
fertilizer, and reducing seedling density. Under glass greenhouse and topdressing conditions, the seedlings grew 
fast. Topdressing tended to increase the top by root ratio of seedlings. Raising the plants at a low density decreased 
the height by diameter ratio of the seedlings. Therefore, producing containerized seedlings to satisfy the standards 
in short period is possible by adjusting the plant density within the glass greenhouse and topdressing conditions.
Key Word: glass greenhouse, topdressing, plant density, yield rate, direct seeding

1) 三重県林業研究所

 Mie Prefecture Forestry Research Institute
* E-mail：yamang00@pref mie.lg.jp

はじめに

マルチキャビティコンテナで育苗した苗（以下，コンテナ苗）の生産は全国各地で行われているが，

その生産現場においては試行錯誤が行われており（横田ら2016），育苗手法については改善の余地が

ある．とくに，育苗期間を短縮する試みは（藤井2016，田村ら2015），育苗コストを縮減するととも

に，需給の調整を容易にし，廃棄苗を減らすことが期待できるため重要である．育苗期間を短縮する

には，早期に規格を満たすよう，苗の成長を早めることが有効である．そのためには，ビニールハウ

ス等による保温や保湿（松原1962），適切な施肥量の調整（深掘ら2017，茂木ら2013）等が有効だと

考えられる．

また，苗木生産において目標とすべき優良な苗の条件の一つとして，根元径が太いことが挙げられ

ており，苗の形状は鈍円錐形のズングリ型が望ましいとされている（坂口・伊藤1965）．しかし，コ

ンテナ苗の形状比は裸苗に比べて高いことがあり（山田2013），その場合，植栽後初期の樹高成長量
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移し，6月12日に上面のネットを巻き上げ，コンテナを直射日光に晒した．コンテナの地上部が苗の

葉茎で混み合ってきた6月13日，各キャビティ1本を残して間引きを行った．追肥が苗の成長に与える

影響を調査するため，7月13日から12月末までの間，一部のコンテナに毎週1000倍希釈の液肥（多木

複合液肥12号N12-P5-K6：多木化学株式会社製）を散布した（以下，追肥あり）．育苗密度が苗の形状

に与える影響を調べるため，一部のコンテナにおいて，8月9日に12本 /コンテナとなるよう間引き（8

行5列のコンテナにおいて，2，4，6，8行，2，4列の個体をすべて切除した．）を行った（以下，低密

度）．秋から早春のガラス室育苗が苗の成長に与える影響を調査するため，9月15日におよそ半数のコ

ンテナをガラス室へ移し（以下，ガラス室内），残りは野外にて育苗した（以下，野外）．灌水はスプ

リンクラーにより行い，散水時間は毎日1～4回，各10～30分，季節に応じて調整した．ガラス室の窓

については，天気が良く日中の室温が35℃以上になることが見込まれる等した日には開放した．

各個体の苗長は2017年6月，8月，9月，11月，2018年2月，5月に計測した．2017年9月，11月，

2018年2月，5月は根元径も計測し，形状比および得苗率を算出した．なお，本研究においては形状比

を苗長 /根元径，得苗率を孔数に対する苗長30 cm以上かつ根元径3.5 mm以上の個体の割合と定義し

た．2018年3月上旬，野外コンテナのうち，追肥ありと追肥なしそれぞれにおいて1コンテナを選び，

そこから12個体を抜き取り，T/R率（地上部乾重 /地下部乾重）を計測した．なお，試験に供した個体

を抜きとったコンテナは，その後の計測から除外した．T/R率の計測においては，各個体の培地を流

水で丁寧に洗い流し，地上部と地下部に切り分け，それぞれを80℃のオーブンにて48時間以上乾燥さ

せ，デシケーター内で冷却したのち，重量を計測した．加えて，比較対象として，2016年4月に播種

し，同年6月コンテナへ移植することで生産した2年生コンテナ苗（以下，2年生苗）13個体について

も，同様にT/R率を計測した．なお，2年生苗に使用した種子は2015年10月三重県林業研究所構内の

ミニチュア採種園にて採種した特定母樹自然交配種子である．

結果と考察

1. 直播きの結果

試験に供した JFA150コンテナ14枚560孔において，総播種粒数1,680粒のうち984粒から発芽が確

認され，発芽率58.6％となった．また，発芽が確認されなかったキャビティの割合は9.6％であり，移

植にかかる手間は少なかった．一般に，種子の発芽前後の管理は特に注意深く行う必要があり，マイ

マイガやナメクジによる摂食を受ける危険があるが（島根県中山間地域研究センター2018），今回のよ

うに，ガラス室で適切に管理し，かつ，種子の発芽率を液体選別などで高めておくことで，直播きは

実用可能であると考えられた．

2. ガラス室の使用が苗の成長に与える影響

2017年9月から2018年5月におけるガラス室と野外ハウスの温度を図 -2に示す．ガラス室の温度は

野外ハウスの温度に比べ高くなったが，日最高気温の差に対し，日最低気温の差は小さい傾向がみら

れた．ガラス室と野外の温度差は夜間に小さくなるとされており（矢吹・今津1961），今回の結果も

ガラス室の能力からすれば妥当と考えられる．

苗長，根元径，および形状比の推移を図 -3に示す．ガラス室内（追肥なし：通常密度）（図 -3△）と

野外（追肥なし：通常密度）（図 -3〇）を比較すると，苗長について，2018年2月までは差がなかった

が，2018年5月に差が生じた．その結果，2018年5月では野外（追肥なし：通常密度）の方で形状比

が低い結果となった．なお，根元径の差は僅かであった．このことから，ガラス室での育苗は，秋時
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険があるため，優良な苗の生産を目指すのであれば，成長の遅い個体のみに追肥する等の工夫が必要と

考えられた．また，育苗密度を低くすることで，形状比を低くする効果が得られたが，ガラス室内（追

肥なし：低密度）においては，上長成長が十分に得られず，得苗率が33.3％と著しく低かった．しかし

ながら，ガラス室内（追肥あり：低密度）の条件下では，得苗率100.0％かつ，他の条件よりも比較的形

状比が低くなったことから，現時点では，早期に優良な苗を作る良い方法と考えられた．また，2018年

5月時点では，2月時点と比べて得苗率がそれぞれの区分で8～20％程度増加していることから，3～4月

時点で規格に満たず出荷できなかった苗を5～7月まで保育し，再度出荷することも可能と考えられた．

おわりに

今回の試験の結果から，ガラス室，追肥，密度調整を組み合わせることで，好ましい形状のコンテ

ナ苗を早期に生産できる可能性が考えられたが，これらの操作はコストを高める要因でもある．今後

は，必要最低限の設備や作業で，好ましい形状の苗が生産できるよう，育苗条件についての検討を進

める必要がある．また，今回の試験においては，同条件で育苗した個体間における苗長のばらつきが

大きく，ひとつのコンテナ内に，隣接個体から被圧された劣勢個体や，飛びぬけて大きくなる優性個

体等が多数発生した．劣勢個体については規格に満たないリスクがあり，また，優性個体についても，

地上部が大きくなりすぎることでT/R率が下がる等のリスクがあることから，今後，均一な形状のコ

ンテナ苗を安定的に生産する技術の開発が重要であると考えられた．
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